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平成 18 年５月 25 日 

各      位 
会 社 名  株式会社イチヤ 
代表者名  代表取締役社長 吉岡公和 
（ＪＡＳＤＡＱ コード９９６８） 
問合せ先 取締役財務部長 曽我部達雄 
電  話 ０８８－８２３－２６３８ 
 

チャンピョンリソース株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

当社は、平成18年５月25日開催の取締役会において、オーストラリアにおいて金の踏査ライセンス

を保持するチャンピョンリソース株式会社の株式の80％を取得し、当社の子会社とすることを決議い

たしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．株式の取得の理由 

当社はグループの業績の向上および収益基盤の拡大の一環として、最近の金価格の上昇を捉える

べく、海外における金の採掘事業に取り組み、昨年12月より、ロシア連邦サハ共和国における株式

会社サハゾロトの株式の50％を取得し、同事業に進出いたしました。 

今回、オーストラリアのニューサウスウエールズ州において９箇所の金の踏査ライセンスを保有

する、チャンピョンリソース株式会社の株式80％を取得し子会社化いたします。 

「金の踏査ライセンス」とは、その地域において試掘を行い、金脈が実際にあるかどうかの調査

を行う権利であり、発見された金の所有権は踏査ライセンスの保有者となるものであります。また、

金以外の資源が発見された場合も同じです。 

チャンピョンリソース株式会社はオーストラリアでも特に有望な金の産出地であるニューサウス

ウエールズ州において、９箇所（約2,600平方キロメートル）の金の踏査ライセンス（試掘を行い、

金脈が実際にあるかどうかの調査を行う権利）を保有し、経験豊かな技術者を使って現在試堀作業

を行い調査しております。なお、この９箇所の内４箇所の近隣において、今年に入りすでに試掘調

査の段階で金脈が発見されております。今回当社がこれを全面的にバックアップすることにより、

より大規模な試堀作業が展開でき、最近の金価格の急上昇（平成18年５月25日現在１グラム当たり

2,473円と半年前から約４割程度上昇）とあいまって、当社グループにとって非常に有望なビジネス

となります。 

また、チャンピョンリソース株式会社として現時点での採掘実績はありませんが、有望な金脈が

発見されると、確固たる業績見込みは立ちにくいものの、当社グループの業績拡大に大きく寄与す

るものと確信したことから子会社化するものであります。 
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２．子会社となる会社の概要 

子会社の概要 

① 商 号     Champion Resources Limited（チャンピョンリソース株式会社） 

② 代 表 者     Mr. Robert Coghill 

③ 所 在 地     C/-John Walsh & Partners Level 6, 3 Spring Street Sydney NSW 

2000 

④ 設 立 年 月 日     2003年10月31日 

⑤ 主な事業の内容     鉱物踏査 

⑥ 決 算 期     ６月30日 

⑦ 従 業 員 数     ０人（役員３名が中心に活動しております。） 

⑧ 主 な 事 業 所     C/-John Walsh & Partners Level 6, 3 Spring Street Sydney NSW 

2000 

⑨ 資 本 金 の 額     A$1,040 

⑩ 発行済株式総数     13,375,000株 

⑪ 大株主構成および所有割合 Sera Toka                  47.9％ 

Investment & Superannuation College Pty Ltd 26.9％ 

Core Funds Management Pty Ltd        11.7％ 

Peter Bartier                 2.8％ 

Robert Charteris               2.3％ 

⑫ 最近事業年度における業績の動向 

2004年６月期 2005年６月期  

（A$） （千円） （A$） （千円）

売 上 高 － － 223 18

売 上 総 利 益 － － 223 18

営 業 利 益 △4,200 △354 △23,694 △2,001

経 常 利 益 △4,200 △354 △23,694 △2,001

当 期 利 益 △4,200 △354 △23,694 △2,001

総 資 産 40,052 3,383 87,595 7,400

株 主 資 本 △3,200 △270 △26,854 △2,268

１株当たり配当金 － － － －

※ 日本円換算はA$１＝84.48円（2005年６月30日参考レート）で換算しております。 

 

３．株式の取得先 

(1) 株式の取得先      Sera Toka                  5,125,000株 

Investment & Superannuation College Pty Ltd 2,875,000株 

Core Funds Management Pty Ltd        1,312,500株 

Peter Bartier                 300,000株 

Robert Charteris                312,500株 

Richad Wynn Pritchard             225,000株 

John Wardman & Associates Pty Ltd       225,000株 

Westglade Pty Ltd               200,000株 

Chris Morgan-Hunn               125,000株 

  合計                  10,700,000株 

※それぞれの株主と当社の間には何の関係もありません。 
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(2) 譲受株式数       10,700,000株 

(3) 譲受価額        A$1,200,000（約100百万円） 

(4) 譲受日         平成18年５月26日 

 

４．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(1) 異動前の所有株式数    －株（所有割合－％） 

(2) 取得株式数       10,700,000株（取得価額 A$1,200,000（約100百万円）） 

(3) 異動後の所有株式数   10,700,000株（所有割合80％） 

 

５．日程 

平成18年５月25日    当社取締役会決議 

平成18年５月26日    チャンピョンリソース株式会社取締役会承認日 

平成18年５月26日    株式譲渡日 

 

６．今後の見通し 

チャンピョンリソース株式会社の子会社化による当期の業績には影響はありません。 

但し、チャンピョンリソース株式会社は、2003年10月の設立以来、主に試堀の費用および会社運

営費等の負債等があり、A$800,000（約67百万円）を当社が資金融通してまいります。また、今後の

試堀費用及び会社運営費もあり、当社の負担が増加することが予想されますが、当社の本業に支障

をきたさない程度（最大２億円程度）にしてまいり、一刻も早く有望な金脈を探し出し、自主運営

できるように全力を挙げて取り組んでまいります。 

なお、当社社長吉岡公和が役員として入る予定であります。 

 

○子会社化後の連結業績見通し 

 平成17年７月期実績 平成18年７月期見込 

連結売上高 694百万円（ －百万円） 1,900百万円（ －百万円）

連結営業利益 △479百万円（ －百万円） △80百万円（ －百万円）

連結経常利益 △497百万円（ －百万円） △80百万円（ －百万円）

連結当期純利益 △925百万円（ －百万円） △970百万円（ －百万円）

（注）（  ）内は子会社化による影響見込額であります。 

 

＜ご参考＞ 

オーストラリア及びニューサウスウェールズ州の金の産金量 

年度 オーストラリア全体 ニューサウスウェールズ州 

2003年 284トン（世界第３位） 28トン 

2004年 257トン（世界第３位） 30トン 

※ ニューサウスウェールズ州の金の産金量はオーストラリア全体の約10％を占めております。 

 

以  上

 


